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コミュニティカフェの継続に必要な条件についての一考察 

 －横浜市・川崎市のコミュニティカフェを事例として－ 
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 : A Case Study of Yokohama and Kawasaki City 
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Today, so called ‘a community cafe’ is paid attention as a base of community activities to solve community issues. 

Community café has a problem of its continuity and some community cafes give up their management soon 

after opening. The purpose of this study is to examine essential condition for continuous management of a 

community café. Community cafés in Yokohama and Kawasaki city are case studied. Through interviews with 

the café owners and café staffs, and questionnaire survey to, users, following conditions are identified: (1) 
Staffs understand purposes of the community cafes and sympathize with them, moreover they work with 

feelings of pleasure, (2)Have fixed income source other than café business, (3) Not to over-expand activities. 
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1. はじめに  
近年日本では、少子高齢化ならびに核家族化の影響により地

域コミュニティが希薄になり、地域社会で孤立する人々が増えて

いる。このような状況は特に都心部に見られている。従来は、地

域コミュニティの課題は自治体が提供する公共サービスによっ

て解決されてきたが、今後はこれまで以上に様々な課題が発生し、

自治体が提供する公共サービスだけに頼っていては限界が生じ

てしまうことが容易に予想できる。今後は住民自らがこの課題の

解決に従事する必要があるといえる。このような住民主体の新し

い公共サービスに「コミュニティビジネス」が注目されている。
1 ) 
地域コミュニティの活性化には活動拠点となる場所が必要で

あり、数あるコミュニティビジネスの中でも、そのような住民主

体の地域活動の拠点として「コミュニティカフェ」2 )が注目され

ている。 
経済産業省の『中小企業白書』（2014）によると、中小企業、

特にサービス業に限定すると、2009 年から2012 年までの3 年

間で開業率は 1.7％、廃業率は 5.9％であり、廃業率が開業率を

大きく上回っている。利益の追求を第一の目的としないコミュニ

ティビジネスは尚更継続するのは困難であり、「事業の継続」は

コミュニティビジネスにとって大きな課題である。コミュニティ

ビジネスの一分野であるコミュニティカフェにおいても継続は

同様に課題とされており、開業後しばらくして運営を終えるコミ

ュニティカフェもある。一方、開業後継続して営業を続けている

コミュニティカフェも多数存在する。 
そこで、本研究の目的は、コミュニティカフェの運営が継続す

るために必要な条件は何かを考察することである。 
研究方法は以下のとおりである。横浜市・川崎市にあり、1年

以上事業を継続しているコミュニティカフェ 9 件を対象に、コ

ミュニティカフェのオーナーと、そのうち 4 件のコミュニティ

カフェのスタッフに対し、コミュニティカフェの運営や活動内容、

コミュニティカフェへの参加の動機などについてヒアリング調

査を行った3)。また、コミュニティカフェの利用客に対し、利用

頻度や参加動機などを調査するために 2 件のコミュニティカフ

ェでアンケート調査を行った。なお、研究対象としたコミュニテ

ィカフェの名称は表2に列挙している。 
  
2. 既往研究のレビューと仮説の設定 
 大分大学福祉科学研究センター（2011）によると、コミュニ

ティカフェの運営上の課題として「人材の不足」、「利用者層の拡

大」、「資金不足」、「認知の向上」、「行政との連携不足」といった

観点が指摘されている。特に課題とされていることは「人材の不

足」と「資金不足」についてである。人材の面ではボランティア

の定着、若年層への継承など人の確保についてあげられている。

コミュニティカフェの特徴を知ってなおかつボランティアで働

ける人材は限られており、スタッフにはその条件でも継続して働

けることが求められる。 
利用者については、このカフェのスタッフの一員となることを

目指しているとの回答があり、利用者もコミュニティカフェであ

ることを意識することが求められる。 
また、資金面については、赤字の店舗が多く4）、どのコミュニ

ティカフェも資金面は課題となっていることがわかる。また、人

件費を出すと赤字になると回答しているコミュニティカフェも

多く、この点は人材の不足とも関連している。収入の内訳として

は、飲食以外の売り上げを伸ばす必要があるとの回答が多く、何

か事業を立てる必要があることがわかる。 
 認知の向上の面では、地域性があり、ＮＰＯの活動が認知され

ない、信頼も得られない等の状況があり、地域に対してコミュニ

ティカフェについての理解を得て、協働へともっていくのが大変

であるとの回答がある。 
 また、コミュニティカフェのマネジメントに焦点を当てた菅原

（2013）によると、コミュニティカフェが地域に対して担うべ

き役割は、より高い社会的有効性の実現である。コミュニティカ

フェにおける「交流」や「ふれあい」をさらに進展させていくこ

とによって、「ネットワーク」が形成され、コミュニティカフェ

が地域社会の課題解決への主体となることが期待されている。そ

の結果コミュニティカフェにおいて、その地域の「にぎわい」が

もたらされるようにしていくことが必要だと述べている。5） 
 以上の先行研究より、本研究ではコミュニティカフェの運営の

継続に必要な条件として以下のような仮説を設定した。 
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表－1：研究の仮説 
①飲食代以外に一定額の固定収入を得られる事業があること 
②行政と協働していること 
③店が常に地域の中心課題を意識していること 
④スタッフが運営目的を理解し、共感していること 
⑤スタッフが賃金よりもやりがいを重視していること 
⑥利用客がコミュニティカフェの運営目的を理解し、共感していること 
 本研究では、コミュニティカフェのオーナー、スタッフへのヒ

アリング調査と利用者へのアンケート調査により上記の仮説を

検証していく。 
 
 
3.  調査結果 ―仮説の検証― 
3-1. オーナーへのヒアリング調査 
 オーナーへのヒアリング調査での質問内容は、主に設立年度や

スタッフの人数、収益基盤などの「基本情報」の項目、行政や他

コミュニティカフェ、地域との交流状況などの「他者とのネット

ワーク」の項目、スタッフの形態や役割分担方法などの「組織基

盤」の項目、コミュニティカフェの成功要因やオーナーが考える

継続のために必要な条件、現在の課題などの「店舗運営条件」の

4項目に分けて調査している。その内容を表2にまとめた。オー

ナーへのヒアリング調査によって検証する仮説は、仮説①、②、

③である。 
  
3-1-1. 仮説①「飲食代以外に一定額の固定収入を得られる事業

があること」の検証 
 この仮説は、現状採算が取れているコミュニティカフェ（こま

ちカフェ、カフェマイム、）、収益が均衡状態のカフェ（さくら茶

屋にししば、さくらカフェ、ほっとカフェ中川、カフェまめり）

と採算が取れていないコミュニティカフェ（あんさんぶる、スペ

ースナナ、みた・まちもりカフェ）に分けて考える。 
本調査では採算が取れているこまちカフェとカフェマイムの

両コミュニティカフェにおいては事業規模について確認できた。

その両コミュニティカフェは、全事業の中で、「飲食代」が占め

る割合はおおよそ30%であり、他の事業による収益が70%を占

める。このカフェマイムは設立年度も2006年10月と本調査対

象のコミュニティカフェの中で最も早く、継続した運営が出来て

いる。 
この両カフェに限らず、どのコミュニティカフェも飲食以外に

行っている事業はあり、その中で採算が取れているコミュニティ

カフェとそうでないコミュニティカフェが存在する。飲食代は単

価も低く、飲食代の増加のみで収益状況を改善するためには相当

数の客足の増加が必要となる。会話や交流を促しているコミュニ

ティカフェにおいては回転率を上げることは非常に困難である。

飲食代だけでは赤字となってしまうのである。そのため、飲食以

外に収益を見込める事業を行うことは必要であると言えよう。 
 
3-1-2. 仮説②「行政と協働していること」の検証 
行政から事業委託を受けているコミュニティカフェはさくら

茶屋にししば、さくらカフェ、あんさんぶる、みた・まちもりカ

フェ、カフェまめりの5件である。助成金を受けているのは、

確認が出来たところで、さくら茶屋にししば、さくらカフェ、カ

フェまめりである。大部分のコミュニティカフェが収支が均衡状

況であることを考えると、行政との協働は収入の向上に大きく貢

献していることがわかる。 
しかしながら、行政からの事業委託や補助はほとんどが1年

間であり、長くても3年間であり、継続的に補助金を受けるこ

とができる保証はなく、それに依存しすぎることは、運営の持続

可能性に負の影響を及ぼすと考えられる。 
 
3-1-3. 仮説③「店が常に地域の中心課題を意識していること」

の検証 
 地域にアンケートなどで客観的調査したことがあると答えて

いた団体はさくら茶屋にししば、ほっとカフェ中川の 2 つだけ

である。しかし、コミュニティカフェに訪れる利用客はほとんど

地域住民であり、アンケートなどはしていないが地域の課題は把

握できていると答えたオーナーもいた。（あんさんぶる、みた・

まちもりカフェ、カフェまめり） 
ただし、コミュニティカフェは必ずしもその地域住民のみを対

象にしているわけでもない。スペースナナは、社会問題の解決を

運営目的にすることで遠方からも来訪客が来ている。こまちカフ

ェは、子育て支援を運営目的にしており戸塚区外から電車に乗っ

て来訪する人もいる。カフェマイムは、地域住民だけではなく地

域企業にも焦点を当て、その企業による貸しパーティーから収益

を得ている。このように地域住民以外に目を向けた例もある。 
 
3-2. スタッフへのヒアリング調査 
 スタッフへのヒアリング調査での質問内容は、勤続年数や続け

ている要因などの「参加動機」の項目、組織内での役割や主との

仕事内容の差などの「組織内での役割」の項目、目的を知ったき

っかけや共感度合いの「目的へのコミットメント」の 3 項目に

分けて調査している。その内容を表3に示した。 
 スタッフへのヒアリング調査によって検証する仮説は、仮説④、

⑤である。 
 
3-2-1. 仮説④「スタッフが運営目的を理解し、共感しているこ

と」の検証 
 本調査では、ヒアリング調査を行ったスタッフは全員が運営目

的を理解し、その目的に共感して働いていることが確認できた。

運営目的を知ったきっかけは、「オーナーとの会話」や「チラシ

を見て」など様々な形があるが、全員が現在目的を知った上では

その目的を意識して働いていると述べていた。ほとんどのスタッ

フはその共感度合いも高く、みた・まちもりカフェのスタッフの

ように「コミュニティカフェという場所は素晴らしいと思う」と

感じ、その思いからコミュニティカフェのスタッフとして継続し

て働いていることが確認できた。 
また、そのような共感は日々の営業だけではなく、スタッフミ

ーティングやスタッフ間でのイベントで培われることが分かっ

た。決して一人では運営できないコミュニティカフェにおいて協

力者を集めることは大切なことであり、その条件としてスタッフ

の運営目的への理解と共感があげられるだろう。 
 

3-2-2. 仮説⑤「スタッフが賃金よりもやりがいを重視している

こと」の検証 
 これはスタッフにヒアリングをした団体において、ボランティ

アとして働いているさくら茶屋にししば、スペースナナ、みた・

まちもりカフェと、有償ボランティアとして働いているカフェマ

イムに分けて考える。スタッフがボランティアとして働いている

コミュニティカフェでは、続けている要因の質問項目で「自分の

活動がささやかな社会活動になっておりやりがいを感じている」

（さくら茶屋にししば）や「色々な人が交流できるような拠点づ

くりに貢献できたらうれしい」（みた・まちもりカフェ）など、

確かにやりがいについて言及しているスタッフもいた。 
しかし、ほとんどのスタッフが続けている理由や働くうえで重

視していることの質問項目に「色々な人に会えて楽しいから」や

「自ら楽しんで仕事をすること」と回答しており、コミュニティ

カフェで働くうえでの求心力は、地域貢献できているといったや

りがいというよりは、自らの楽しさといった自己実現の条件が寄

与していることがわかる。有償で働いているカフェマイムのスタ

ッフも同様に、続けている要因の質問に「色々な人に出会えて楽

しいから」という回答をしており、やはり有償であっても自らの
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楽しさを重視していることがわかる。もちろん、コミュニティカ

フェでボランティアとして働いているスタッフは多く、「賃金」

という条件を超える何かは存在するのだが、本研究の仮説のよう

にその内容が「やりがい」であるとは本調査においては断定でき

ず、むしろその「やりがい」にも勝る「楽しさ」という条件が確

認できた。 
 
3-3. 利用客へのアンケート調査 
仮説⑥を検証するために、利用客へのアンケート調査を実施し

た。利用客へのアンケート調査概要は以下の通りである。 
表－4：利用客へのアンケート調査概要 

調査対象 さくら茶屋にししば、さくらカフェ 
調査期間 2014年11月28日（配布）～12月20日（回収） 
有効回収数 さくら茶屋にししば  44部 

さくらカフェ  12部 
調査方法 来店した利用客が両コミュニティカフェに置いてあるア

ンケートにその場で回答 
質問項目 

（全て４～5
択の単一回答

式） 

①年齢・性別 ②初来店時期(来店期間) ③来店理由 
④来店期間 ⑤運営目的を知っているか 
⑥運営目的への共感度合い 
（⑤で「はい」と回答した人のみ） 

 
本アンケート調査における利用者の属性は以下の通りである。

なお、本研究では、両カフェが同一の運営主体であること、また

回答者数の関係から両カフェの結果を合同して分析する。 
 

 
図-1：回答者の年齢層別・男女別人数 N=56 

 
3-3-1. 仮説⑥「利用客がコミュニティカフェの運営目的を理解

し、共感していること」の検証 
 コミュニティカフェの利用客へのアンケート調査において、コ

ミュニティカフェの運営目的を知っているかの項目に対し56名
中52名が「知っている」と回答した。この結果より、このコミ

ュニティカフェに訪れている人の大半は運営目的を理解してい

るということはわかった。また、目的を知っていると答えた人の

全員が、目的に「共感している」ならびに「深く共感している」

の項目を回答していた。 
来店頻度、来店時期と共感度合いの相関を以下の表 に示した。

本調査では、「共感度合い」と「来店頻度」の相関は低く優位性

も見られなかった。「来店期間」と「共感度合い」の相関係数は

約0.3であり、優位性のある相関関係がみられた。来店期間が長

いほど共感度合いが高くなることがわかる。来店期間が長ければ

オーナーやスタッフとの会話も増え、想いを共有できるからであ

ろう。 
また、同アンケートにおける「来店理由」の項目も最も票を集

めたのは「メニューがおいしいから」という項目であり、利用客

はこのコミュニティカフェに一般の営利目的のカフェと同様な

期待を寄せていること分かる。このコミュニティカフェに訪れて

いる利用客は、運営目的を知ってはいるものの、来店頻度には関

連性がなく、共感度合いが来店に結びつく要因なのかは本調査に

おいては断定できない。 
 
 
 

表－5：相関係数 N=52 
  来店期間 来店頻度 共感度合い 
来店期間 1 -0.005 0.303＊＊ 
来店頻度   1 0.119 
共感度合い     1 

＊＊ｐ＜0.05 

 
4. 結論 
 以上の調査から、本研究で得られたコミュニティカフェの運営

の継続に必要な条件を以下にまとめる。 
 第一に、「スタッフが運営目的を理解し、共感し、楽しさを感

じながら活動すること」があげられる。コミュニティカフェのス

タッフは多くの場合、ボランティアもしくは有償ボランティアで

あり、協力者を集めるという観点においてもスタッフの運営目的

への理解と共感は必要であろう。仮説では上記の条件で終わって

いたが、ヒアリング調査より「楽しさ」という項目の重要性が明

らかになり、この項目を追加した。理解し、共感し、楽しむ、こ

のプロセスを踏むためにミーティングやスタッフ間の交流をす

ることが大切であろう。 
 次に、「飲食業以外で継続した固定収入を得られる事業計画を

立てること」をあげた。オーナーへのヒアリングで明らかになっ

たように、コミュニティカフェの収支状況は多くの場合厳しいも

のである。その現状を改善するためには、やはり、飲食代以外の

固定の収益基盤が必要である。上記にあげた飲食代の割合がわか

っている 2 つのコミュニティカフェはどちらも収益状況が良い

事例であり、この 2 つの事例は企業へのレンタルスペース業や

貸し切りパーティー事業など地域住民以外の主体から収益を得

ている。このように、何か飲食以外から収益の柱となる事業を行

うことが継続した運営には必要な条件であろう。さらに、行政か

らの事業委託や助成金を受けるのも一つの方法といえるが、先述

したように、それに依存しすぎるのは持続可能性に負の影響を及

ぼす。 
最後に、仮説の設定時点では考えが至らなかったが、「無理を

しない身の丈に合った運営をすること」も継続に必要な条件にあ

げられる。ヒアリングをした結果、どこのコミュニティカフェで

も重要と考えていることであった。また、この無理をしないとい

うことは、一つ目の条件であるスタッフの共感や楽しさにもつな

がることである。無理をした厳しい営業だと、肉体的・精神的負

担も高まり、スタッフも楽しんで仕事が出来ないと思われる。ス

タッフの事も利用客の事も考えたうえで、無理をしない運営をす

ることが継続した運営に必要な条件であると考えられる。 
以上が、本研究で考察されたコミュニティカフェの継続の条件

であるが、本研究では、考察しきれなかった点もある。 
例えばオーナーやスタッフを見ると、女性が多く、男性スタッ

フは定年退職以上の年齢である。オーナーの収入源についてのヒ

アリングは行っていないが、多くのオーナーは主婦業や年金など

他の主要な収入源があり、コミュニティカフェでの収入に生活を

依存していないと推測される。今後は、このオーナーの職業、な

らびに経済面に注目した研究が求められるだろう。 
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【注釈】 
1）コミュニティビジネスは細内（2010）によると、「地域住民がよい意

味で企業的経営感覚を持ち、生活者意識と市民意識のもとに活動する“住

民主体の地域事業”」と定義されている。また、上記のとおり、コミュニ

ティビジネスとはその担い手が地域住民である。よって、コミュニティビ

ジネスは地域社会のネットワークに支えられて成立する。このように地域

社会に根ざしていることが民間企業の営利追求型のビジネスとの大きな

違いである。 
2）コミュニティカフェは長寿社会文化協会によると、以下のように定義

されている。 
①人と人が交差する自由な空間である 
②あらゆる情報の交差点である 
③友達を作る場所である（人的ネットワークを広げる） 
④もっと素敵な生き方にチャレンジするきっかけをもつ場所である 

3) オーナーへのヒアリング日時は以下の通りである。さくら茶屋にしし

ば：2014年8月19日、10月30日、さくらカフェ：2014年8月19日、

10月30日、あんさんぶる：2014年9月16日、ほっとカフェ中川：2014
年10月29日、スペースナナ：2014年9月11日、こまちカフェ：2014
年11月28日、カフェマイム：2014年12月3日、みた・まちもりカフ

ェ：2014年12月1日、カフェまめり：2014年9月25日 
スタッフへのヒアリング日時は以下の通りである。さくら茶屋にししば：

10月30日、スペースナナ：2014年11月5日、カフェマイム：2014年

12月3日、みた・まちもりカフェ：2014年12月1日。 
4）大分大学福祉科学研究センター（2011）の調査によると、赤字の割合

は約43％である。また、補助金を除いた採算の状況だと、約68％が赤字

だと回答しており、資金面での困難が浮き彫りになっている。 
5）菅原は今後コミュニティカフェが展開すべきマネジメントとして、地

域コミュニティの活性化に向けて「ネットワーク」を形成することや、「に

ぎわい」の創出につながるようなマネジメントを展開することを挙げてい

る。 
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